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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
健
や

か
巴
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
情
勢
は

依
然
と
し
て
低
迷
し

、

厳
し
い
状

況
が
続
く
な
か
、

近
年
の
変
動
す

る
園
際
社
会
や
高
齢
社
会
・
少
予

社
会
へ
の
対
応
と
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
、

個
性
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
な
ど

、

国
内
外
の
急
速

な
変
貌
巳
対
応
す
る
定
め
、

国
の

権
限
の
一
部

、

ガ
地
方
公
共
団
体
仁

委
譲
さ
れ
る
地
方
分
権
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
巴
な
り
ま
し
定
。

重
信
町
巴
お
き
ま
し
て
も

、

行

政
改
革
の
推
進

、

情
報
公
開
制
度

の
導
入
、
介
護
保
険
制
度
の
対
応

、

合
併
問
題
な
ど
、

様
々
な
要
請
仁

対
し

、

的
確
な
対
応

、

ガ
必
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
だ

、

ガ
、

総
合
開

発
計
画
巴
基
づ
く
成
果
と
中
長
期

計
画
C
よ
り
、

新
し
い
時
代
に
適

応
し
定
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

行
<
所
寄
で
ご
ざ
い
ま
す

。

現
在
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
重

要
施
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が

、

総
合

公
園
は
、

ツ
イ
ン
ド
ー
ム
重
信

(体

育
館
・
?
ス
レ
チ
ッ
ク

、

ジ
ム

)
や
多

目
的
広
場

、

ガ
完
成
し

、

既
巴
完
成

し
疋
却
児
広
場

、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
芯
ど
と
共
巴
多
く

の
方
々
巴
ご

利
用
頂
き

、

持
評
を
得
て
お
り
ま

す
。

さ
ら
巴
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
冒

険
広
場
や
わ
ん
ぱ

く
広
場

、

展
望

台
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
お
り

、

広

く
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
頂
き

だ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

重信町長

和田治樹

下
水
道
事
業
巴
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
浄
化
槽
事
業

、

農
業
集
落
排

水
事
業

、

公
共
下
水
道
事
業
を
組

み
合
わ
せ

、

地
域
巴
適
合
し
定
事

業
を
選
択
し

、

生
活
基
盤
の
整
備

を
図
っ
て
行
く
計
画
で
す
。

長
期
計

画
と
な
る

公
共
下
水
道
事
業
は

、

現
在
事
業
認
可
を
受
け

、

播
麿
台

、

上
樋

、

牛
淵
団
地
、

野
田
一
・
二
・

三
丁
目

、

北
野
田
、
南
野
田
地
区

を
対
象
巴
第

一
期
事
業
巴
着
手
す

る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
新
緑
が
臨
し
い
五
月
巴

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
が
開
通

し
、

愛
媛
県
内
巴
多
大
の
経
済
波

及
効
果
を
も
疋
ら
し
ま
し
だ

。
ムフ

年
の
五
月
は

、

重
信
町
の
新
庁
舎

が
完
成

、

業
務
ガ
開
始
さ
れ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
巴
し
て

、

ま

す
ま
す
増
大
多
様
化
す
る
行
政
二

ズ
巴
対
応
で
き
る
機
能
的
な
施

設
と
な
っ
て
お
り

、

住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
す
る
も

の
と
確
信
い
だ
し
て
お
り
ま
す
。

ム
フ
後
も
時
代
の
潮
流
と
住
民
二

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら

、

総
合
的

、

効
率
的
、
個
性
的
な
行

政
を
展
開
し

、

活
気
あ
ふ
れ
る
重

信
町
づ
く

り
巴
逼
進
し
、

町
民
の

皆
様

、

ガ
定
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ

う
、

決
意
を
新
左
巴
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

合
後
と
も

、

皆
様
万
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
仁
、
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
疋
し
ま
し
て
、

新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

平
成
一
二
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え

、

謹
ん
で
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て

、

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と

、

J

・

C
-
O

東
海
事
業

所
巴
お
け
る
臨
界
事
故
で
多

く
の

人
が
被
曝
し
左
上
、

農
産
物

、

水

産
物
等
に
多
額
の
風
評
被
害
を
も

左
ら
し
左
こ
と
や

、

台
風
一
六
号

巴
よ
る
記
録
的
な

一豪
雨
巴
よ
り
、

本
町
を
含
む
西
日
本
各
地
で
大
き

な
災
害
を
受
け
左
こ
と
な
ど
暗
い

重信町議会議長

高橋幾八

ニ
ュ
ー
ス
も
多
か
っ
定
反
面
、

多
々
羅
大
橋
な
ど
の
「
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
」
が
め
で
芝

く
開
通

し
、

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
か
け
橋

と
し
て

、

ま
だ
地
域
住
民
の
生
活

橋
と
し
て
大
い
巴
そ
の
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
こ
と

、

ま
芝
野
球
、

サ
ツ
力
の
日
本
代
表
チ
ー
ム

、

か

松
坂
選
手
や
中
田
選
手
な
ど
の
活

躍
に
よ
り
本
年
開
催
さ
れ
る
シ
ド

一
丁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
権

を
得
左
こ
と
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
ち
多
か
っ
芝
ょ
う
巴
思
い
ま

す
。

こ
う
い
っ
定
状
況
の
中

、

本
年

四
月
C
は
地
方
分
権
一
括
法

、

介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ

、

地
万
行

政
も
情
報
公
開

、

規
制
緩
和
、

合

併
問
題
な
ど
地
方
自
治
ビ
ッ
グ
パ

ン
と
も
い
う

べ
き
時
代
巴
移
行
し

て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
、
私
達
地

方
自
治
巴
携
わ
る
者
と
し
て
心
新

疋
に
時
代
巴
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。重

信
町
巴
お
き
ま
し
て
も

、

昨

年
三
月
に
は
町
民
体
育
館

(
ツイ

ン
ド
ー
ム
重
信

)
の
完
成
を
記
念

し
、

V

リ
グ
男
子
の

入
替
戦
を

実
施

、

ま
だ
待
望
の
新
庁
舎
建
築

も
一
昨
年
の
起
土
式
以
来
順
調
仁

進
捗
し

、

本
年
春
に
は
予
定
ど
お

り
完
成
の
手
筈
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

新
庁
告
は
五
階
建
て
で

、

一、

二
、

三
階
は
町
長
部
局
の
各

課
、

か
、

四
階
巴
教
育
委
員
会

、

五

階
巴
議
場
等
議
会
関
係
の
各
施
設

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
芝

、

四
月
仁
は
介
護
保
険
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す

、

刀
、

円
滑

に
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
議

会
と
し
て
も
注
目
し
て
ま
い
り
だ

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
状
況
は
、

依
然
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す

、

刀
、
健
全
財
政
を

維
持
し
つ
つ
合
後
と
ち
に
町
民
の

皆
様
万
の
負
託
巴
応
え
て
ま
い
り

左
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
巴

、

皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
左
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
芝
し
ま

す
。

議

会

第
一
七
四
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は

、

一
二
月
一
三
日
か
ら

一
七
日
ま
で
五
日
間
の
会
期
で

聞
か
れ
ま
し
定

。

一
般
会
計

、

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

、

農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計

、

水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算

、

公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
設
置

、

総
合
公

園
運
動
施
設
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結

、

拝
士
山
地
区
処
理
施

設
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

、

職
員
の
給
与
仁
関
す
る
条
例

、

育
児
休
業
等
巴
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
芯
ど
、

一
一
議
案

、

か

提
出
さ
れ

、

原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
だ
。

平
成
一
0
年
度

一
般
会
計

、

各
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認

定
議
案
六
件
巴
つ
い
て
は
特
別

委
員
会
巴
付
託
し
て
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ

。

一
般
質
問
は
六
名
の
議
員
か

ら
、
〈一
口
併
問
題、

男
女
共
同

参

画
社
会

、

介
護
保
険

、

工
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
、

町
内
塞
地

、

高
齢

者
・
障
害
者
福
祉

、

チ
ヤ
イ
ル

ド
シ
ト

、

西
暦
二
千
年
問
題
、

山
鳥
坂
ダ
ム

、

学
校
給
食
巴
つ

い
て
等

、

様
々

な
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
定
。

だ

よ

り

以
下

、

議
決
さ
れ
だ
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す

。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

。

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
士
事

費

六
八
一
一
万
一
千
円

。

公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
工

事
費

三
億
六
五
五
九
万
一
千
円

。
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

o

拝
士
山
地
区
処
理
施
設
建
設
工

事

一
億
円

。
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

o

公
共
下
水
道

終
末
処
理
場
用

地
購
入
費

一
三
億
一
O

一
七
万
九
千
円
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重
信
町
で
は
、
町
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際

友
好
を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
方
に
国
際
感
覚
を
養
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、

平
成
九
年
度
か
ら
「
重
信
町
国
際
友

好
の
翼
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

三
回
目
と
な
る
今
回
は
、
中
国
の
水
墨

画
の
世
界
と
称
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
ほ

ど
の
美
し
さ
を
誇
る
「
桂
林

」、
世
界
に
名
高

い
食
の
都
「
広
州
」
へ
の
旅
に
、
和
田
正
(
助

役
)
団
長
以
下
七
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
一
月
二
五
日
、
関
西
空
港
か
ら
中
国

南
方
航
空
で
広
州
(
白
雲
空
港
)
へ
。
国
内

線
で
桂
林
へ
移
動
。
二
台
の
パ
ス
に
分
乗

し
、
当
日
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
現
地

時
間
の
二
二
時
。
夜
食
と
な
っ
た
夕
食
を

囲
み

、

全
員
疲
れ
た
様
子
で
し
た
。

翌
二
六
日
は

、

早
朝
か
ら

、

桂
林
最
大

の
公
園
「
七
星
公
園
」
に
て
太
極
拳
の
交
流
。

朝
食
後
は

、

清
江
下
り
に
出
発
。
奇
洞
奇

岩
の
聞
を
ゆ
っ
た
り
と
進
み

、

幻
想
的
な
山

水
美
を
鑑
賞
し
な
が
ら
約
四
時
間
の
船
旅

情
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
は

、

巨
象
が

鼻
を
の
ば
し
て
水
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
な

姿
に
見
え
る
象
鼻
山
、
全
長
二
畑
も
あ
る

鍾
乳
洞
の
麗
笛
岩
を
観
光
し
、
夕
食
後
、

小
数
民
族
の
歌
謡
を
楽
し
み
ま
し
た
。

翌
二
七
日
は

、

華
南
最
大
の
都
市
広
州

へ
と
移
動
。
辛
亥
革
命
の
指
導
者
孫
文
を

記
念
し
た
宮
殿
風
の
八
角
形
建
築
物
中
山

記
念
堂
を
見
学
後
、
広
州
市
海
珠
区
に
あ

る
、

贋
州
南
華
西
街
の
集
合
住
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。
こ
の
町
は
、
人
口
五
万
六
千

人
で
、
託
児
所
か
ら
老
人
ホ
ー
ム

、

企
業

も
あ
り

、

固
か
ら
補
助
を
も
ら
っ
て
の
町

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
老
人
大
学

国

」
の

γ
感
動

下
林
菊
泡
節
予

二
月

二
五
日

、

朝
八
時
に
松
山
空

港
を
出
発
。
私
巳
と
っ
て
は
、
初
め
て

の
海
外
旅
行
、
そ
の
上
、
中
国
の
人
々

と
の
交
流
も
あ
る
と
い
う
事
で
、
期
待

を
大
き
く
し
だ
。

関
西
空
港
か
ら
広
州
へ
飛
び
、
広
州

か
ら
桂
林
へ
と
向
か
っ
定
。
ロ
ス
時
間

も
あ
っ
て
ホ
テ
ル

へ
着
い
だ
ら
夜
の

一

O
時
と
な
り
お
隣

の
園
、
中
国
←
も
遠
い

と
思
つ
定
。

一
一
日
目
は
、
清
江
の
川
下
り
か
ら
始

ま
り
、
観
光
船
、
か
下
り
始
め
る
と
、
皆
、

昨
日
の
疲
れ
も
忘
れ
そ
の
美
し
さ
巳
驚

き
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
大
自
然
の
雄

大
さ
を
写
真
巳
納
め
だ
。
山
水
画
で
そ

の
美
し
さ
は
知
っ
て
い
だ
が
、
ど
こ
ま

4 

で
ち
続
く
素
晴
ら
し

い
景
色
巴
大
満

足
。
午
後
か
ら
は
、
芦
笛
岩
の
鍾
乳
洞

へ
案
内
さ
れ
定
。

日
本
で
見
定
鍾
乳
洞

と
は
比
較
巴
な
ら
な
い
規
模
で
芸
術
の

世
界
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ
う
定
つ
だ
。

次
の
日
は
広
州
市
の
見
学
と
な
り

、

孫
文
氏
の
銅
像
を
前
巴
し
左
中
山
記
念

館
は
、
中
国
の
歴
史
を
物
語
る
見
事
な

建
築
に
驚
く
。
次
巴
広
州
市
民
の
台
所

で
あ
る
自
由
市
場
通
を
見

学
し
定
。
野

菜
、
魚
、
犬
猫
の
肉
ま
で
売
り
買
い
し
、

そ
の
活
気
と
臭
い
は
独
特
な
も
の
芝
つ

だ
。
ガ
イ
ド
の
話
で
は
、
「
一
ヶ
月

C

三
回
は
へ
ビ
ち
ゃ
ん
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

を
食
べ
る
」
と
言
う
事
で
、
食
文
化
の

違
い
巳
あ
然
と
す
る
ば
か
り
。

次
巴
集
合
住
宅
を
見
せ
て
も
ら
っ
E
。

五
万
六
千
人
を
ま
と
め
る
女
性
の
長
の

説
明
は
、
老
人
、
幼
児
、
障
害
者
を
大
切

巴
し
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
、
自
信
あ
る
話
し
振
り
定

つ
足
。
日
本
で
言
う
カ
ル
チ
ャ
ス
ク

ー

ル
の
よ
う
な
教
室
で
は
、
お
年
寄
り

の
元
気
な
姿
巴
驚
い
て
し

ま
っ
定
。

夜
は
、
広
州
市
民
代
表
の
万
々
と
の

交
流
会
、
か
持
疋
れ
足
。
教
育
、
文
化
、

建
築
、
貿
易
巳
つ
い
て
、
熱
い
思
い
を

語
っ
て
ち
ら
い
、
中
国
の
人
々
の
懸
命

な
生
き
万
と
、
日
本
へ
の
想
い
を
知
る

事
、
ガ
出
来
、
考
え
さ
せ
ら
れ
だ
。

次
の
日
の
夜
、
全
員
無
事
巴
重
信
町

へ
帰
つ
定
。
「
地
球
は
家
族
、
民
族
は

兄
弟
」
の
機
会
を
与
え
て
く
百
さ
つ
だ

町
の
皆
々
様
巴
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。



も
あ
り
、
月
九
時
間
の
授
業
で
、
現
在
百
人

以
上
の
方
が
入
校
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
自
由
市
場
と
鎮
海
楼
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
夜
は
、
今
回
の
研
修
の

メ
イ
ン
で
も
あ
る
、
現
地
の
方
々
と
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
。
国
際
交
流
担
当
の
方
や

、

地
元
の
日
本
語
学
校
の
卒
業
生
、
在
校
生

を
含
め
、
一
八
人
の
方
々
を
招
い
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
日
本

語
が
堪
能
で
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

友
好
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
二
八
日
、
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
一

行
は
無
事
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ

、

四
川
・
飲
茶
・
広

東
料
理
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
事
も

お
い
し
く
、
と
て
も
充
実
し
た
三
泊
四
日

の
旅
で
し
た
。

中山記念堂をパックに(広州)

か
ね
て
よ
り
桂
林
へ
は
行
っ
て
み
芝

い
と
思
っ
て
い
だ
。

「
重
信
町
国
際
友

信
の
翼
」
と
し
て
、
そ
の
夢
が
か
な
う

こ
と
巴
な
っ
定
。
出
発
を
前
巴
添
乗
員

か
ら
「
大
切
な
こ
と
は
パ
ス
ポ
ー
ト
と

生
水
で
す
。

」
と
言
わ
れ
定
。

桂
林
巴
旅
装
を
解
い
左
の
は
、
午
後

一
O
時
で
あ
つ
だ
。
途
中
の
景
色
も
何

も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ベ
ッ
ド
巴
沈
ん

定
。

夜
、
ガ
明
け
る
と
、
ど
ん
よ
り
と
曇

つ
疋
重
そ
う
な
天
候
で
雨
さ
え
心
配
さ

れ
左
。

中
国
屈
指
の
景
勝
地
と
い
わ
れ
る
定

け
あ
っ
て
、
溝
江
仁
は
数
隻
の
客
船
、
ガ

並
ん
で
い
定
。

船
内
巴
落
ち
着
き
、
一

O
分
ぐ
ら
い
進
む
と
両
岸
の
山
々
が
ポ

ツ

ク

リ
ポ
ツ
ク
リ
頭
を
も
だ
げ
て
く

る
。
高
い
の
も
あ
り
、
低
い
の
も
あ
る
。

全
体
巴
丸
く
柔
ら
か
く
感
じ
ら
れ
る
。

河
で
は
、
小
舟
で
海
老
を
と
る
人
、
網
で

魚
を
ね
ら
う
人
、
舟
で
荷
物
を
運
ぶ
人

な
ど
絵
巴
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

岸
辺
仁
は
、
子
供
定
ち
が
手
を
振
り
、

水
牛
、
か
草
を
食
み
、
水
辺
巴
は
ア
ヒ
ル

ガ
忙
し
く
足
を
動
か
し
、
少
数
民
族
の

集
落
も
み
ら
れ
る
。

こ
こ
桂
林
は
晴
天
も
よ
し
、
霧
も
よ

し
、
曇
っ
て
い
て
ち
趣
が
あ
り
、
雨
、
か

降
れ
ば
な
お
よ
し
、
と
言
わ
れ
、
自
然

の
織
り
な
す
風
景
は
、
水
墨
画
の
世
界

桂
林

牛
淵

J¥ 
木

光
秋

イテ流
v

-父と
』々

t
・
1

・

、
方の民市州広

そ
の
も
の
で
あ
る
。

舎
日
は
う
す
曇
り
で
あ
る
。
団
員
一

同
「
す
ば
ら
し
い
。
」
「
絶
景
か
な
l

」

と
う
な
ら
ず
仁
は
お
れ
な
か
っ
定
。
流

域
巴
は
二
三
か
所
巴
わ
芝
っ
て
見
所
、
か

あ
り
、
船
は
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
風
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
だ。

国
際
交
流
、
か
、
こ
の
旅
の
メ
イ
ン
で

あ
る
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
二
人
ず
つ
広
州

市
民

、

か
参
加
し
て
の
夕
食
会
と
な
っ

定
。
私
の
テ
ー
ブ
ル
仁
は
、
林
子
輝

(
男
)
さ
ん
と
沈
亜
娼
(
女
)
さ
ん
の
お

二
人
が
席
仁
着
い
左
。
お

二
人
は
大
学

で
四
年
間
日
本
語
を
修
め
ら
れ
定
二

O

歳
代
の
若
者
で
あ
つ
だ
。
日
本
語
は
流

暢
仁
話
せ
る
か
、
日
本
へ
は
行
つ
左
こ

と
が
な
い
と
い
う
。
話
題
は
、
多
万
面

仁
及
ん
定
。
農
業
・
経
済
・
宗
教
・
教

育
・
家
族
・
歴
史

・

地
理
・
叡
謡
曲
な

ど
広
い
知
識
と
教
養
を
身
巳
つ
け
芝

、

す
ば
ら
し
い
若
者
で
あ
っ
走
。
中
国
の

現
在
の
様
子
、
ガ
よ
く
理
解
で
き
る
と
と

ち
仁
日
本
の
状
況
も
伝
え
定
。
ほ
ん
と

う
巴
二
時
間
が
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
過

ぎ
だ
。

合
回
は
全
員
健
康
で
、
一
人
の
事
故

者
も
な
く
、
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
で

き
定
。

パ
ス
ポ
ー
ト
と
生
水
の
留
意
点

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
行
動
を
一

つ
巴
し
て
珍
し
き
も
の
に
見
と
れ
、
変

わ
つ
だ
こ
と
巴
研
究
心
を
募
ら
せ
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
C
交
流
と
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
だ
。

5 広報しげのぷ 1月号



重量下水道事業

鴨つlいて

重信町では、 町民の皆さんの生活環境の向上と、
公共用水域の水質保全を図る定め、 北吉井及び南
吉井地区の都市計画区域内を対象|こ、 公共下水道

の計画をしておりまし左が、 平成11年12月6日付け

で事業認可を受け、 本年度から事業lこ着手する運
びとなりましだ。

事業の実施!こ当左つては、 第一期認可区域内の
方々を対象|こ 、 前ちって事業計画等をご説明し 、

円滑|こ事業を推進していき疋いと考えております
ので、 ご理解とご協力をお願いします。
なお、 事業計画の図書は、 役場都市整備課lこお

いて閲覧することが、できます。

0下水道の名祢
松山広域都市計画下水道事業

重信町公共下水道

0認可区域

野田一丁目、 野田二丁目 、 野田三丁目の全部、

並び|こ西岡 、 牛湖、 南野田及び北野田の各一部
(第一期認可区域外の区域|こついては、 事業の進捗

状況を見極めなが、ら、 順次拡大していきます。)

0供用開始年度(予定l:
平成16年度一部供用を目指し、 管渠と処理場の

建設を実施していきます。

松 山市

小型合併処理静化槽

の補1隣について

平成5年度から一部の地域を対象|こ、 小型合併処

理淳化槽の設置費の補回をしておりまし左ガ、 公

共下水道事業の認可区域が確定し左ことにともな

い、 平成12年4月 1 日からその区域を拡大する予定

です。

なお、 補朗金の申請方法等lこつきま しては、 決
まり次第お知らせします。

0対象地舗

農業集落排水事業の対象区域並びlこ公共下水道
事業の認可区域を除く重信町全域

(山之内、 樋口、横沼原、 志津川、 見奈良及び田

窪の全部、 並び|こ西岡、 牛i剤、 上林、下林及び上
村の各一部)

0対象建物 専用住宅(併用住宅を含む)
O対象渇化槽 10人槽以下の合併浮化槽

O補助金額
戸一丈槽 | 補曲金額

5人槽 I 354 ， 000円
6~ 7人槽 I 411 ， 000円
8~ 10人槽 I 519 ， 000円

※補同金額は、 国の補同基準額の変動により変更
することがあります。

川内町

-・・計画区減

内第一期
認可区i或

問い合わせ先:富964-2001 側公共下水道首喜子押課
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期限内にf告と納税C

平
成
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は

、

二
月
一
六
日
附
か
ら

三
月

一
五
日
ω
ま
で
で
す
。

所
得
税
は

、

あ
な
定
自
身
が
正

し

く
所
得
を
計
算
し

、

税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
巴
な
り
ま
す

と
、

税
務
署
窓
口
は
大
変
混
雑
し

ま
す
。

で
き
る
芝
け
税
務
署
か
ら

指
定
さ
れ
左
相
談
日
巴
、
そ
の
他

の
方
も
早
め
巴
申
告
を
お
済
ま
せ

下
さ
い
。

申
告
巴
つ
い
て
ご
不
明
の
点

、

か

あ
り
ま
し
左
ら

、

税
務
署
や
税
務

相
談
室
巴
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お

、

贈
与
税
の
申
告
は
、

二

月
一
日
ω
か
ら
=
一
月
一
五
日
附
ま

で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
=

一月
三
-
日
働
で
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

税
務
署
で
は

、

皆
さ
ん
が
ご
自

分
で
申
告

書
が
作
成
で
き
る
よ

う
、

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
方
」
な
ど
を
同

封
し
て
い
ま
寸

。

こ
れ
ら
を
利
用
し

、

で
き
る
定

け
自
分

、

か
計
算
し

、

申
告
書

(還

付
を
受
け
る
定
め
の
申
告
書
を
含

む
。
)を
最
後
ま
で
書
い
て

、

郵
送

で
提
出
し
て
く
芝
さ
い
。

申
込
書
用
紙
や

、

「
申
告
書
の

書
き
方
」
な
ど
は
、
税

務
署
の
ほ

か
、

役
場
巴
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

町
県
民
税
申
告
相
談

町
県
民
税
の
申
告
は

、

平
成

一
一
年
中
の
所
得
を
平
成
一
二

年
一
月
一
日
に
居
住
し
て
い
だ

市
町
村
巴
申
告
す
る
こ
と
巴
な

っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は

、

三
y

月
一
五
日
MW
で
す
。

申
告
相
談
の
日
程
は

、

左
表

の
と
お
り
で
す
。
(指
定
地
区
以
外

の
方
で
も
相
談
巴
応
じ
ま
す
。

)

な
お

、

所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
だ
方
は

、

町
県
民
税
の
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

受
付
時
間
は

、

午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
ま

で
で
す
。

1月の納税
町県民税第4期

国民健康保険税第8期

納税期限 1 月 31 日(月)

相談日 指定地区 相談場所

21 月 志津川

22 火 田窪北 重信町農村環境

2 
23 水 田窪南 改善センター

月
24 木 見奈良

25 金 山之内・樋口

巴8 月 横河原
JAえひめ中央

29 火 西岡
北吉井支所

7jく 牛測

2 木 牛j剥団地・播磨台・野田
JAえひめ中央

3 金 南野田・北野田
南吉井支所

6 月 下林

3 
7 メこ 上林

JAえひめ中央

月
8 7.1< 上村

拝志支所

9 木
10 金 予備日

13 月 (指定日に相談できな
重信町農村環境

14 火 かった人)
改善センター

15 ヌk

町県民税申告相談日程表

どのような場合に障害基礎年金が受lオ§れるのですか?

被保険者がケガや病気によって一定の障害の状態に該当した
場合に受けられます。
一般!こ 、 障害基礎年金を受けることができるのは、加入期間中!こ起きだ
ケガや病気によって後遺症が残つ定場合、その障害の程度が障害等級の1級

墜 l あるいは2級|こ該当する人です。 ま芝、 すで1220歳前lこ一定の障害の状態|こ
量 | 該当し疋人は、 20歳から受けることができます。 さら!こ、 国民年金の加入
璽 | 終3後、 60歳以上65歳未満の閏c起き定ケガや病気|こよって障害者となっ

2淑)\.，..孟戸ノ 足場合も受けられます。
12 12.し 、 20歳前|こ一定の障害の状態c該当し足場合を除いて、 次のいずれかの条件を満足していなければ受け

られません。
1. 初診月の前々月までの被保険者期間のうち、保験料を納めている期間と免除されている期間を合わせて3分の2

以上有していること。

2. 初診月の前々月までの 1 年間に保険料を滞納していないこと(ただし、平成18年3月 31 日まで)

7 広報しげのδ 1月号



障
害

あ
の
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬

季
競
技
大
会
か
ら
二
年
が
来
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
史
上
最
高
の
三

一
一
力
固
か
ら
一
一
四
六
人
が
参
加

し
、
私
←
Z
ち
巴
大
き
芯
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
だ
。
日
本
人
選
手

の
大
活
躍
も
あ
っ
て
、
障
害
者
の

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
国
民
の
関
心

も
飛
躍
的
仁
高
ま
り
ま
し
定
。

舎
、
私
定
ち
が
考
え
て
み
疋
い

こ
と
は
、
あ
の
選
手
だ
ち
の
す
ば

ら
し
い
笑
顔
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

て
き
左
の
古
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

生
ま
れ
て
き
左
子
ど
も
が
障
害

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
定

時
の
両
親
の
シ
ョ
ッ
ク
、
ま
芝
、

年
を
経
て
か
ら
病
気
や
怪
我
が
原

因
で
障
害
を
も
つ
よ
う
巴
な
っ
定

時
の
本
人
や
家
族
、
周
囲
の
人
々

の
シ
ョ
ッ
ク
は
想
像
に
余
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

医
療
の
面
で
万
全
の
処
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿

論
で
す
、
刀
、
並
行
し
て
、
心
の
立

ち
直
り
、
か
本
人C
も
家
族
に
も
必

要
な
の
で
す
。
決
し
て
、
あ
き
ら

者
と

ー
自
立
と
共
生
|

め
左
り
、
障
害
の
現
状
を
そ
の
ま

ま
是
認
し
て
居
直
つ
芝
り
し
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。

障
害
が
あ
る
と
い
う
現
実
は
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
き
ら
め
で
ち

居
直
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害

を
も
つ
こ
と
が
、
自
分
の
人
間
と

し
て
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
認
識
巴
到
達
す

る
こ
と
で
す
。
障
害
巴
対
す
る
価

値
観
を
転
換
し
て
、
力
強
く
自
分

の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

あ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手

足
ち
の
笑
顔
は
、
初
め
か
ら
の
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
長
い
苦

悩
の
末
、
自
ら
の
障
害
を
受
容
し

て
、
力
強
く
生
き
る
道
を
発
見
し

て
き
だ
結
果
の
姿
で
す
。
私
定
ち

巴
与
え
定
感
動
も
、
あ
の
活
躍
巴

至
る
長
い
苦
悩
の
過
程
を
想
像
し

て
の
も
の
ぜ
っ
疋
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
障
害
者
本
人
巴
、
だ
け

価
値
観
の
転
換
を
迫
り
、
力
強
く

生
き
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
酷
で

す
。
本
人
の
価
値
観
の
転
換
芝
け

人
権

で
は
、
真
の
自
立
は
む
ず
か
し
い

で
し
ょ
う
。
本
人
、
ガ
「
障
害
と
共

仁
生
き
る
」
と
同
時
巴
、
家
族
や

地
域
社
会
の
人
々
も
「
障
害
者
と

共
巴
生
き
る
」
逼
を
確
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
が
人
間
巴
と
っ
て
正
常
な
生

活
の
在
リ
万
で
あ
る
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
害
の
受
容
と
は
、
障
害
巳
対

す
る
価
値
観
の
虹
換
、
だ
と
言
い
ま

し
だ
、
ガ
、
そ
れ
は
、
健
常
者
に
と
っ

て
は
障
害
者
巴
対
す
る
偏
見
と
差

別
の
克
服
仁
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
は
障
害
の
受
容
ま
で
の

苦
し
み
の
な
か
で
、
健
常
者
は
障

害
者
巴
対
す
る
偏
見
と
差
別
の
克

服
へ
の
苦
し
み
の
な
か
で
、
共
巴

貴
重
な
も
の
を
学
び
合
い
、
人
間

と
し
て
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

H

障
害
H
そ
れ
は
、
、
だ
れ
ち
が

直
面
す
る
問
題
で
す
。

H

明
日
は

我
が
身
H
と
い
う
打
算
か
ら
で
は

な
く
、
人
閣
の
生
き
万
と
し
て
、

五
ハ
巴
生
き
る
μ

こ
と
の
尊
ば
れ

る
社
会
風
土
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ヱJ
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

平
和
で
幸
せ
な
年
に

輝
く
二
0
0
0
年
の
幕
開
け
で
す

夢
と
希
望
巴
満
ち
定
二

0
0
0

不
況
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
、
ガ
田
区

年
を
迎
え
ま
し
だ
。
付
き
ま
し
だ
。

心
新
左
に
、
「
明
け
ま
し
て
お
大
入
社
会
の
あ
り
ょ
う
、
ガ
、
青

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
新
春
少
年
巴
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与

の
あ
い
さ
つ
が
巴
こ
や
か
巴
受
わ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
明
る
い
未
来
を
築

定
れ
も
が
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
い
て
い
く
だ
め
仁
は
、
人
間
教
育

す
よ
う
巴
と
願
っ
て
い
る
こ
と
で
を
第
一
巳
、
定
く
ま
し
さ
と
ぬ
く

し
よ
う
。
も
り
の
あ
る
人
問
、
社
会
の
一
員

こ
と
巴
、
お
子
さ
ま
の
健
や
か
と
し
て
手
ど
も
巴
善
悪
の
判
断
力

な
成
長
を
願
い
、
お
年
玉
を
は
ず
を
、
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
し
て

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
万
も
多
い
で
は
な
ら
ぬ
と
諭
し
、
小
さ
い
と
き

し
よ
う
。
か
ら
の
し
つ
け
を
大
切
巴
し
て
い

一
方
、
ヱJ
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
持
ち
で
受
け
取
っ
て
い
る
で
し
自
由
巳
伸
び
伸
び
育
て
る
こ
と

ょ
う
か
。
と
、
し
だ
い
放
題
、
わ
が
ま
ま
一

き
っ
と
、
金
額
や
、
物
巳
と
ら
杯
巴
育
て
る
こ
と
と
は
遣
い
ま

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
お
く
る
人
の
す
。
「
自
由
」
の
裏
に
は
「
責
任
」

心
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
感
、
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
い
き

謝
の
気
措
ち
で
受
け
取
っ
て
い
る
芝
い
も
の
で
す
。

で
し
ょ
う
。
ま
芝
、
自
然
の
生
態
系
を
大
切

昨
年
は
、
し
ま
な
み
海
道
の
聞
に
し
、
生
活
環
境
の
浮
化
、
一
人

通
や
上
林
さ
さ
ゆ
り
緑
の
少
年
隊
一
人
、
が
、
心
豊
か
巴
成
長
し
て
い

の
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
な
ど
明
る
く
よ
う
仁
と
大
い
な
る
願
い
を
込

い
ニ
ュ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
し
め
て
新
年
を
お
祝
い
し
だ
い
と
思

定
、
ガ
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
報
道
は
、
い
ま
す
。
今
年
は
辰
年
、
竜
の
ご

人
間
と
し
て
の
根
幹
に
か
か
わ
る
と
く
勢
い
よ
く
、
活
気
に
満
ち
左

よ
う
な
非
道
な
行
為
、
人
間
不
信
二

0
0
0

年
代
の
幕
開
け
の
年
巴

巴
落
ち
い
る
よ
う
な
事
件
、
経
済
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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/一一一一一

町
民
運
動
会

競
技
種
目
募
集

楽
l しあい
寄ヤ
せイ
下ラ?

志争

J
L
 

一四

ι

み
芯
さ
ま
巴
親
し
ま
れ
て
き
だ

町
民
運
動
会
←
去
っ
年
で
四
三
回
目

巴
な
り
ま
す

。

心
フ
年
は
重
信
町
総
合
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
す
る
こ
と

C
決
ま
り
、
競
技
内
容
も
新

E
C

見
直
し
を
図
り
疋
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、

分
館
対
抗
種
目
や
小

学
生
対
象
種
目
等
、
手

ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
ユ
ニ

ー

ク
な
種
目
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
・
町
民
会
館
・
ツ
イ
ン
ド
ー

ム
C
あ
る
応
募
用
紙
巴
記
入
し

、

備
え
付
け
の
箱
巴
入
れ
て
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
二
月
一
五
日

ω
で
す
勺

採
用
さ
れ
左
万
巴
は

、

記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
定

く
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

冨
九
六
四
|
一
五
0
0

ミ
ニ
書
道
展

)

ユ
ニ
ー
ク
な

書
道
展
で
す

初
心
者
か
ら
指
導
者
ま
で

、

個

性
仁
富
ん
定
作
口
凹
や
熟
練
さ
れ
だ

作
品
な
ど
、
会
員
に
よ
る
肩
の
凝

ら
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
書
道
震
を
行

い
ま
す

。

と
き

二
月
六
日
目
j

二
月

一
一一一
日
目

八
時
三
O
分
j
一
七
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
ロ
ビ
ー

主
催
重
信
町
書
道
連
盟

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
回
|
=
=
=
二

白
戸

第
二
五
回
四

O
O
歳
駅
伝

、

第

二
二
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン

の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

と
き

二
月
六
日
目

(雨
天
時
は

一
三
日
日
)

午
前
八
時
三

O
分
よ
り
受

付
開
始
。

と
こ
ろ
重
信
町

総
合
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
周
辺

。

コ
ー
ス
健
康
マ
ラ
ソ

ン

二
M

四
O
O
歳
駅
伝

男
子
一
・
七
M

女
子
0

・
八
同

詳
し
く
は
町
民
会
館
一
階
ロ
ビ

ー
に
は
り

一定
し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
下
さ
い
。

(

開
催

寒
い
季
節
に
こ
そ

運
動
を

と
き
二
月
五
日
∞
j

四
月
二
二
日
∞
の
土
曜
日

午
後
八
時
j

一
O
時

と
こ
ろ
重
信
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

費
用
講
習
料
は
無
料

(
シ
ャ
ト
ル
代
三
ヶ
月
分

一 、

五
O
O
円
)

応
募
資
梧

一
八
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

(学
生
は
除
く
)

.

ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加
入
者

(
未

加
入
の
方
は
申
し

込
み
時
に
お

申
し

出
下
さ
い

。
)

募
集
人
数

(先
着
順
)

入
門
コ
ー
ス
一

O
名

初
級
コ
ー
ス

一
O
名

申
し
込
み
先

重
信
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事

務
局
富
永

富
九
六
四
l

八
八
九
四

(
午
後
七
時
以
降
)

主
催
重
信
町
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
協
会

山
内

歴
民
一
月
の
展
示

第
一
九
回
ロ
ビ
l

展

二
万
年
前
の
石
器

、

千
年
目

仁
出
会
う
こ
と
が
で
き
疋
伽
藍

(
、かろ
)
と
松
山
市
土
居
出
土
の

軒
丸
瓦

。

奈
良
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

で
保
存
措
置
を
受
け
定
金
環
・

銀
環
。

小
さ
い
け
れ
ど

重
信
の
宝
物
た
ち

拝
士
山
巴
は
大
知
識
人
が
い
疋

と
物
語
る
刻
字
入
り
の
器
な

ど
、

小
さ
な
三
二
点
で
す

、

か
、

中
身
は
大
き
い
展
示

。

リ
ー
フ
も
楽
し
<
出
来
ま
し

左
。一

月
の
休
館
日

1
j
4

・
叩
・
什
・
叩
・
げ

μ
・
引
日

9 広報しげのぷ 1月号



健
康
改
善
教
室

t 骨
司、 粗

2 し
お よ

壁シ う
町症
〈る ø
リ 予
J 防

骨
組
し
よ
う
症
と
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
か
ら
骨
の
密
度
が
減
少

し
、
髪
ガ
入
つ
左
ょ
う
巳
ス
力
ス

力
巴
な
り
、
骨
、
か
折
れ
や
す
く
な

る
病
気
の
こ
と
で
す
。

私
左
ち
の
骨
量
は
、

二
o
j
三

O
歳
代
を
ピ
ー
ク
巴
加
齢
と
共
巴

減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
日
常
生
活

の
過
ご
し
万
巴
気
を
つ
け
る
こ
と

で
骨
量
減
少
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ム
フ
月
の
健
康
改
善
教

室
で
は
、
そ
の
予
防
万
法
や
骨
密

度
測
定
区
つ
い
て
、
詳
し
く
お
話

し
し
ま
す
。
骨
密
度
測
定
結
果
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
下
さ
い
。

と
き
二
月
一

O
目
的

午
後
一
時
三
O
分
j
三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

申
し
込
み
締
切
二
月
四
日
働

もす
講師

厚生連健診センタ 医長
田中伸司先生

r イ
流 .L L〆
行人 士7
を -:- Jレ
防人 T
ぎの てで
ま注 三;、
し意 寸T
さで ø

? 孟

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ガ
流
行
す
る

季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ
仁
か
か
ら
な

い
だ
め
巴
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
の

闘
行
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
、
人

ご
み
を
避
け
る
こ
と
等
が
大
切
で

す
。
ま
芝
、
冬
は
空
気
、
ガ
乾
燥
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
ガ
増

え
る
の
巴
最
適
な
季
節
で
す
。
部

屋
の
湿
度
を
保
ち

、

お
茶
な
ど
水

分
を
十
分
巴
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
包
有
効
で
す
が
、

全

国
的
巴
フ
ク
チ
ン

、

か
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
巴
気
を
つ
け
て

一
人
一
人

、

ガ
予
防
巳
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
相
談
窓
口

、

ガ

左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
し
左。

|インフルエンザ相談ホットライン|
冨03-5285-1 231 
月~金曜日(祝日を除く)
午前9時~午後5時

Eメール/influenza@nih.go.jp
※3月末まで開設

とき

| インフルエンザ情報
厚生省ホームページ
http://www.mhw.go.jp 

国立感染症研究所の感染症情報センター
ホームページ http://idsc.nih.go.jp 
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Z New Year Celebrations 
E Everγyear on NEW YEAR'S EVE British people 

1" meet at friends houses , bars and festivals to 
云 have a big party to celebrate the new year. New 

:五 Year parties are the best parties of the year. 

旦 People drink beer , wine and champagne and 
l' everybody dances. The two biggest parties are 
号 normally in LONDON at TRAFALGASQUARE 

五 and in the CENT阻 of EDINBURGH. Thousands 

S of people watch fireworks and enjoy the 

I festivals (but it is a little cold) 

号 The most important time in these parties is just 

五 before MIDNIGHT when every body joins in a 

z COUNTDOWN Every body counts down the lmt 

丁 10 seconds of the old year and then shouts 

号 “出PPY NEW YEAR" to welcome in the new 

i1 year. People embrace people they don't know 
_s because it is New Year and everybody is excited. 
l' This New Year's Day is a special New Year's 

号 Day as it is the year 2000. ln Britain there will 

五 be many special festival and events. The biggest 

z event is the opening of the MILLENNIUM DOME 

l' in London. This Dome is the size of 3 Osaka 
号 Domes and is the British symbol for the year 

五 2000.
5 The last thing to do on New Year is make a New 

l' Year's 阻SOLUTION. This is a promise to give 

号 up a bad habit , like smoking. 1 make this 

も promise ev町 year. What will you promise this 
C NEWYEAR? 

-qS112U3-qS112U3-qS112U3-qsfIBU2 -qS112U1一

⑧ 

イギリスで Id: 、 毎年大晦日!こ友

達の家やパーでパ テイを開<定め
|こ 、 友達lこ会います。 このパーテイは、

1年を通して最も楽し<、みんなビールや
フイ ン、 シャンパンを飲ん古り踊つ芝りします。
ま芝、 大きなパーティガ2つあり 、 毎年ロンドンの

トラファルガー広場とエジンパラの中心で盛大|こ
催されます。 何千人の人々が\花火を見定りして

お祭りを楽しみます。12.12.ちょっと寒いのですが。
このパーテイで一番大切な時、 午前O時を目前!こ

力ウン トダウンを始め、 残リ 10力ウン トは全員で
合唱し、 0と同時c “HAPPY NEW YEAR" の大歓
声があがり 、 知らない人同士でち抱き合います。
なぜなら、 新年への期待lこ胸を膨らませているか
らです。

1 月 1 日は、 2 ， 000年の始まりという特別な元Eで

す。 イギリスでも多くのお祭りやイベン トガ予定

されています。 最大のイベントは、 ロ ン ドンのミ

レ二アムドームのオープ二ングです。 このドーム
は、 大阪ドームの約3倍と広<、 2 ， 000年代のイギ
リスの象徴です。

新年を迎える|こあ芝って私は決心します。 タバ
コを止めようと。 実は、毎年思つてはいるのです

が -。みなさんはどんな決心をされますか。



受
信
史
談
会
行

重
信
史
談
会
で
は
、
こ
の
だ
び
会
誌

「
重
信
史
談
」
第
一
八
号
(
A五
判
・
九
六

ペ
ー
ジ
)
を
発
行
し
ま
し
だ
。

ム
フ
回
は
、
会
員
外
の
万
か
ら
の
す
ば

ら
し
い
論
稿
で
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し

定
。
そ
の
一
つ
は
、
元
愛
媛
県
埋
文
セ

ン
タ

ー
調
査
員
沖
野
新
一
先
生
が

、
平

成
三
年
か
ら
平
成
一
0
年
度
の
長
期
巴

わ
左
り
担
当
さ
れ
芝
、
湯
築
城
跡
発
掘

調
査
を
ま
と
め
定
最
新
の
も
の
で
す
。

湯
築
城
を
理
解
す
る
巴
は
最
良
の
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
現
重
信
中
学
校
長
神

野
昭
先
生

、

刀
、
地
道
な
調
査
研
究
で
ま

と
め
ら
れ
左
、
本
町
西
岡
の
岡
八
幡
神

社
の
拝
額
巴
関
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

拝
額
に
見
る
小
倉
士
山
山
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
重
信
の
俳
人
達
が
力
強
く
活
動

し
て
い
だ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
と
同
時
仁

、

拝
額
勉
強
の
良
い
指

針
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
寸
。

そ
の
他
、
会
員
の
論
稿
は
郷
土
巴
関

す
る
も
の
が
多
く
、
遠
<
巴
あ
っ
て
の

故
郷
の
回
想
記
や
町
内
巴
散
在
す
る
泉

や
堰
の
こ
と
、
牛
測
の
浮
島
陵
に
関
す

る
も
の
、
神
社
本
殿
の
文
化
財
的
価
値

巴
関
す
る
ち
の
な
ど
調
査
・
研
究
の
苦

労
が
偲
ば
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

ご
希
望
の
万
巴
一
部
一
、
一
O
O
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

頒
布
先

歴
史
民
俗
資
料
館

富
九
六
回
1
0

七
O

一
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⑩ a 君主位、き実

婦

お
米
を
見
直
そ
う

人

都
市
化
の
進
む
中
、
私
定
ち
の
食
生

活
は
、
昔
巴
比

べ
ず
い
分
変
化
し
て
き

ま
し
定
。
し
か
し
古
来
私
左
ち
は
、
お

米
を
神
の
宿
る
も
の
、
ま
芝
神
へ
の
供

物
と
し
て
尊
び

、

お
米
で
季
節
、
人
生

の
節
目
を
祝
っ
て
き
ま
し
定
。

健
康
で
長
生
き
す
る
定
め
巴
は
、
お

米
を
中
心
仁
豊
富
な
副
食
を
組
み
合
わ

せ
芝
、
日
本
型
食
生
活
が
一
番
と
言
わ

h
E
E
4

比
l
Lず

れ
て
い
ま
す
。

轟
・
司
F
a
m

-
-
4岳

お
米
は

一
O

一・
・
・
・・
・
・
圃.
，
F

喝

、
一
，
‘
‘

、
4
2
圃

酬

一a
四凶
r
L
V
F
f

「
一ι司
、

O
%
自
給
出
来

r
島
ι
'
E
F
i
J

る
上

、

良
質
の

f
F
R
i
l
l
M淳
、
J

E
ん
白
質
、
ビ

1
1
l
if
p

タ
ミ
ン
ガ
含
ま

属

・
川
J
1i
l

:
百

れ
て
い
ま
す
0

.
，J
J

圃
E
・
思

お
米
を
再
認

4

1

・
1

羽

識
す
る
こ
と
が

一
，F
L
亡
必
要

fと
思
い

ま
す

c

二
月

一
一
目

、

重
信
町
婦
人
会
会

員
の

一
人
で
あ
る
八
塚
清

子
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
竹
の
皮
巴
←も
ち
米
と
左
く

さ
ん
の
具
を
詰
め
こ
ん
吉
中
華
ち
ま
き
、

お
米
を
使
つ
だ
か
わ
い
ら
し
い
お
娼
み

寿
し
他
四
品
を
作
り
ま
し
定
。

お
い
し
い
物
を
健
康
で
楽
し

く

い
E

E
け
る
幸
せ
巴

、

心
か
ら
喜
び
一
杯
の

一
日
と
な
り
ま
し
足
。

(
婦
人
会

(
〈
白
川
恭
子
)

4忌

~ 

み
ん
な
が
共
存

重
信
町
婦
人
会
で
は
、
毎
年
、
施
設

の
入
所
者
と
の
受
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
一
O
月
=
二
日
日
午
後

一
時
か
ら
、
国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
を
、

会
員
六
名
で
訪
問
し
ま
し
定
。

親
と
予
の
広
場
で
、
音
楽
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
だ
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
楽
器
演
奏
、

生
バ
ン
ド
な
ど
体
の
不
自
由
を
克
服
し

て
、

明
る
く
演
じ
て
お
ら
れ
ま
し
定
。

保
護
者
の
万
々
は
、
施
設
の
職
員
の
万

と
共
巴
回
け
合
っ
て
、
障
害
者
を
大
切
巴
見

守
り
、
育
て
て
こ
ら
れ
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
勺

障
害
者
と
健
常
者

、

刀
、

共
巴
社
会

生
活

を

送
る
機

会
、
ガ
、
も

っ
と
増
す

と
よ
い
と

思
い
ま
し

定
。こ

の
催

し
物
を
祝

っ
て
、
心

ば
か
り
の

花
束
を
贈

り
、

帰
途

巴
就
き
ま

し
だ
。

(
婦
人
会

吉
田
ι
比
日
υ

う
1
4

立
ロ

藤
岡
惰
子
)

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

実
り
の
一

美 わいれだよ立生婚 し経孟大又て私後大農語八円お戸 り合
術舎いつまめう 、 言、そまさ震学 ド 魁費二学学学六札話先講ま年去
館年左足し|こで病も長のしナ以でイ強留矢で校校ーでを生義しのる
|こはい気弓努す気な里待弓=ご=りc.蛍 1) 宝、、産お聞」は左レ-

iihiiiELiltft戸時21JZ
l 思の代「がスそ i !七二孟孟孟二二孟二二I " !こ新で」つでのし 弓し 1 - j 回E司自ー1 生渡き稲|
し始て、歴さ天芯て l ..l圃E彊掴 1_ .... 三一 ま戸ま荷ド 級第
ままお文史|そづ事夜 a宝諭E苧暫Lai れ先し善!こ も八
なリり続の心くが学 i骨ヨ彊 よ→三面E・置 、生だ一見 最回
み、まき時をりあ校 間2Fw-14 ・ d1iFーヨ 璽|誌。先る 後講

251軒両2 1週一JJL 明r夢 実二時震毎号
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年

を
通
っ
て
平
山
郁
夫
美
術
館
と
シ
ト
ラ

ス
パ
ク
巳
日
帰
り
旅
行
を
楽
し
み
、

ま
左
絵
手
紙
や
ち
ぎ
り
絵
も
習
う
こ
と

が
で
き
ま
し
定
。

こ
れ
ら
の
勉
強
を
通
じ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
事
を
知
つ
左
り
、
楽
し
ん
芝
り
、

人
々
と
触
れ
合
い
会
話
も
は
ず
み
、
活

性
化
巴
大
い
仁
役
立
つ
定
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す

。

講
座
の
最
後
に
岡
教
育

長
さ
ん
よ
リ
修
ゴ
証
を
い
だ
芝
き
、
合

年
の
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
も
無
事
終
ゴ
い

定
し
ま
し
だ
。

(副
委
員
長

高
市
洋
予
)

新
春
文
化
講
演
会

女
性
塾

「
人
麻
邑
恋
語
り
」

三
人
の
妻
た
ち

講
師
竹
田
美
喜
先
生
(
愛
大
非
常

勤
講
師
・
済
美
高
校
教
諭
)

と
き
一
月
三

O
日
目

午
後
一
時
1

三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

※
入
場
無
料

但
し
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券

は
、
町
民
会
館
・
図
書
館
に
あ
り
ま
す。

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
四
l

三
八
九
九

西
田



シリーズ
介護保険制度⑧

ここが知りたい介護保険(サービスの利用)
サービスの提供開始まで3力月となっ 芝介護保

険制度。 この制度をより理解していだだくだめ、
役場介護保険係では、 昨年9月から 1 1 月 !こかけて、
各地区で説明会を開催しま し芝。

合目は、 説明会で多<出左質問の中でサー ビス

の利用|こ関する質問とそれに対する回答を掲載い

左します。

作12X 要介護認定を受ければ、すぐにザー
ロモ5Y ピスを受けられますか?

Fτìl 要介護認定を受け定後、その要介護度巴
二一/ 応じ芝ケ7 プラン(介護サ ー ビス計画)を
作成します。そして、そのケアプラン仁沿っEサ

ー ビスを受けるよう|こなります。指定居宅介護支
援事業者|こ依頼すると、ケアマネジャー(介護支援

専門員)刀、本人や家族の希望や心身の状態をよく

考慮して、事業者と連絡調整し、ケ?プランを作

成します。 ま定、ケアマネジャ は、ケアプラン
作成後その内容をよく説明し、 利用者の希望|こ合

っているかを確認すること巴なっています。

なお、ケアプランの作成|こかかる費用の利用者

負担はありません。

k-r~ 重信町で要介護認定を受けた後、他
怯今夕 市岡村へ転出した場合、再度他市町
一 村で要介護認定を受けないとサー

ビスは受けられないのですか?

要介護認定を受けていて転出する場合、

受給資格証明書を発行します。それを添え

サービス利用の様子

作1iX 町内だけでなく、町舛のサービスを
ロモ8/ 利用するととはできるのですか?

戸-'\J 町外や県外の事業者や施設であってもサ

hノ ービスの提供を受けることができます。
定吉し、その事業者や施設は、所在する都道府県

の指定を受けていなければなりません。 まだ、 そ

の連絡役としてケアマネジャーを利用すればスム
ーズ巴できるでしょう。

作1 2X 高額介護サービス貨の適用はどう
『ミデ 砿っているのですか?

正式Cは決定されていませんが、現在の

医療保険の高額療養費の考え万と同 じよう

な方法がとられると考えられます。その対象額も
利用者負担額の1割(保険適用分)1こ対してのみ|こ適

用され、利用限度額をこえる全額自己負担部分や

食事代は対象とならないものと思われます。

Lr r~ 施設入所の場合、介護費用のほかに
齢ョ抄 食事代も必要ということですが、い
ー くらぐらいかかりますか?

て転出先の市町村に申請すること!こより、全国ど | μ今す 施設の食事代!こついては自己負担があり

こへ転出しても同じ要介護度で介護保険を利用す I T-\' '::'-J ますが、金額については未定です。 現在、

ることができます。定吉し、保険料やサービス内 I I でd:医療保険制度(入院時の食事標準負担額1 日

容については、転出先の市町村のサービス基盤の | け60円。所得の低い万 !こ対してはこの額を減額す
整備状況|こよって異なる可能性ガ、あります。 J 1 .る。 〕とよく似定制度が検討されています。

a 介護保附 ωい…ス槻鮒防115ftれ陥るの侃です刊力か、
~ 

~ 要介護認定を受けるとその要介護状態区 在宅サービスの平均利用臨月額) 施設サービスの平均利用月額(月額)
j ム/ 分 lこ応 じて受けられるサ ービスの限度額
が決まりま三九要介護状態区分で重度の介護を必要
とする人ほど、介護保険で認められる月々のサービ
ス利用限度額も高<設定されます。介護保険からサ

ービスを受けだときは、原則としてかかっ定サービ、

ス費用の1割を負担してい定吉きます。ま足、施設サ

ービスや一部の在宅サービスを受け疋場合は、サー

ビス費用の1割のほかに、食費の一部や日常生活費
をあわせて負担してい定吉きます。

状態区分

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均利用額

64 ，000円

1 70 ， 000円

201 ， 000円

274 ， 000円

3 1 3 ， 000円

368 ， 000円

種 類 平均利用額

介護老人福祉施設
325 ， 000円

(特別養護老人ホム)

介護老人保健施設
354 ， 000円

(老人保健施設)

介護療養型医療施設
43 1 ， 000円

(療養型病床群など)

(右表の平均利用額は、現在厚生省が示している介護報酬の仮単価を基|こ し芝額で、今後変更されることがあります。)

問い合わせ先保険年金諜介護保険係 窟964-2001側内線55 1 ・ 552
13 広報しげのぷ 1月§
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。盆相談所開設
役場保険年金課

冨964田2001側内線253

松山東社会保険事務所の職員lこよ

る年金相談所を開設しますので、 お

気軽|こ相談にお越し下さい。

とき 2月23日制

午前9時30分~午後6時

ところ 重信町役場

別館2階第4会議室

※ご自分の年金番号ガ、わかるものが

ありまし左らご持参下さい。

eO00年
世界農林業センザス
役場企画財政課

富964・2001側内線572
平成12年2月 1 日現在で、 2000年

世界農林業センサスが実施されま

す。

この調査は、農林業|こ関する最も

基本的な調歪であり 、 農家、 林家な

どすべての農林業を営む事業体を対

象|こ行われます。

1 月下旬から調査員が調査のお願

い|こお伺いしますので、 ご協力下さ

いますようお願いします。

なお、 調査についてご不明な点が

ございまし芝ら、 お気軽|こお問い合

わせ下さい。

重信まごころ銀行|こ次の万から

金一封を寄付下さいまし定。 温か

い善意ありがとうございます。

〈一般寄付〉

中山力ラオケ教室連合

子供坐禅会

〈香典返し〉

越智義治 (樋 口)

(敬称略)

亡母・力ネヨ

⑪山広域都市計画の
変更案の縦覧
役場都市整備課

富964田2001側内線413

松山広域都市計画区域 (松山市、

伊予市、 北条市、 重信町、 川内町、

松前町及び砥部町)1こ係る市街化区

域及び市街化調整区域に関する都市

計画 (知事決定)並び|こ用途地域|こ関

する都市計画(重信町決定)の変更案

の縦覧を下記のとおり行います。

縦覧期間

1 月 11 目。めから 1 月25日(}ðまで

縦覧場所

愛媛県土木部道路都市局都市計画課

重信町役場都市整備課

なお、 用途地域|こ関する都市計画

の変更案|こついては、重信町役場都

市整備課においてのみ縦覧ができま

す。

。髄パンクに登録を
愛媛県保健福祉部薬務衛生課
富941-2111側内線3130
毎年6 ，000人の万万、 突然、 白血病

芯どの血液難病にかかっています。

「骨髄液の提供(骨髄移植) Jという

あな疋の善意刀、 白血病や重症再生

不良性貧血などの血液難病患者さん

の命を救います。

全国でドナー登録30万人を目標i之、

骨髄パンクへの登録を呼びかけてい

ます。

骨髄パンク登録窓口

施設名

愛媛県骨髄データセンター

開設日 月曜日 、 水曜日

ーーーー一一ー一一一一ーーーー

登録は腕からの
約10ccの採血ですみます。

(費用はかかりません)

-Infor゚latio 
@送大学学生募集
放送大学愛媛学習センター

冨923圃8544

平成1 2年度第1学期 (4月入学)の学

生募集を行います。

募集学笠

全科履修生(卒業を目指す学生)

選科履修生( 1年間在学する学生)

科目履修生(6か月間在学する学生)

出願受伺締切 2月 1 5日ω

自宅がキャンパス

放送大学はテレビ ・ ラジオを利用

して大学教育を行っている通信制4

年制大学です。放送授業はス力イパ
ーフェクTV ! で視聴できます。

満15歳から大学教育!

全科履修生は18歳以上、選科・科目

雇修生は入学時!こ義務教育を修ゴし

ていれば誰でも入学できます。高校生

等も大学教育を受ける機会がありま乱

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
冨958-6558

平成1 1年1 2月 10日現在

本年 | 昨年比
1355 I +82 

15 I + 0 

1634 I +66 
(松山南警察署管内)

・緊急事態宣言、 舎年4回目発令 !
過去lこ例なし
・事故原因 、 見芯い 止まらない
とばし過ぎ

・運転時!こは、 緊張感を保って安全
対策を

@宅金融公庫の救済措置
住宅金融公庫四国支店
富 (087)825-0511 

住宅金融公庫では、 返済が困難芯

万|こ対して返済万法の変更などの返

済相談を実施しています。

返済!こ不安を感じておられる万は、

早め|こ取扱金融機関ま左は住宅金融

公庫支店!こご相談をお願いします。

なお、合回の経済新生対策|こより 、

勤務先の倒産など|こより返済困難と

毛ょっ定万|こ対する返済方法の変更措

置の適用期聞が、 平成1 3年3月 31 日

まで延長されまし定。

今月の保健力レンダーは掲載いたしません。 「健康力レンダ-J をご覧下さい。
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今
回
か
ら
五
回
に
わ
た

っ
て
重
信
町
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
紹
介
し
ま
す
。

興
昧
が
わ
い
た
ら
、
一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

入
団
大
歓
迎
で
す
。

一
回
目
は
重
信
剣
道
会

で
す
。

重
信
剣
道
会

重
信
剣
道
会
は
北
吉
井
・
南
吉
井
・
若
葉

(拝
志
・
上
林
地
区
)
巴
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ど
の
剣
道
会
も
週
三
回
程
度

、

け

い
古
を
重
ね
て
い
ま
す
。

技
定
け
で
な
く
心

(礼
儀
・
精
神
)
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ま
芝
、

声
を
出
し
て
思
い
切
り
よ
く
竹
万
を
振
る
と

す
き
っ
と
し
定
爽
快
感
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で

現
在
約
一
O
O
名
の
予
供
達

、

か
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、

女
子
も
定
く
さ
ん
い

ま
す
。

楽
し
く
、

時
に
き
び
し

く
、

け
い
古
を
と
お
し
て

、

心
身
の

健
康
と
友
達
の
輸
を
広
げ
て
い

ま
す
。

興
昧
が
あ
る
万

、

私
達
と
一

緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

問
い
合
わ
せ
先

協
議
会

富
九
六
回
|
一
五

0
0

重
信
剣
道
会
事
務
局
(
渡
部
)

富
九
六
四
|
一
四
七
七

ふ
る
さ
と
が
一
番

山
彦
会
(
山
之
内
)

山
之
内
の
有
士
山
に
よ
る
Y
A
B
O

の
会
が
設
立
し
て
五
年

、

か
だ
ち
ま
し

定
。

会
員
の
方
定
ち
は

、

道
路
に
落
ち

て
い
る
空
き
缶
や
ご
み
を
拾
っ
だ

り
、

桜
を
植
え
左
り

、

炭
を
焼
い
芝

り
、
秋
祭
り
巴
は
神
輿
の
か
き
比

べ
旬

巴
参
加
し
左
り
と

、

地
元
の
活
性
化

仁
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す

。

こ
の
程

、

会
の
名
前
を
「
山
彦
会
」

と
変
更
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

、

合
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
そ
う
で

す
。毎

月
第
二
土
曜
日
午
後
八
時
か

ら
、

井
口
公
民
館
で
例
会
を
聞
い
て

い
る
の
で
、

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
?

親
ヱJ
で
リ
l
ス
作
り

ふ
れ
あ
い
教
室

ク
リ

ス
マ
ス
ガ
近
い
一
二
月
中

旬
、

町
民
会
館
で
親
子
で
リ
ー
ス
を

作
る
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
定
。

サ
ツ
マ
ス
ギ
・
ゴ
ー
ル
ド

ク
レ
ス

卜
・
ス
タ
ー
チ
ス
な
ど
を
使
い

、

二

時
間
ほ
ど
で
ツ
リ
ー
の
形
を
し
左
変

わ
つ
だ
リ
ー
ス
ガ
出
来
上

、

ガ
り
ま
し

だ
。

親
予
で
仲
良
く
楽
し
み
な
が
ら
作

業
を
分
担
し

、

ま
だ
豪
華
な
リ
ー
ス

ガ
出
来
上
が
り

、

と
て
も
括
評
で
し

定
。こ

の
他

、

親
予
ふ
れ
あ
い
教
室
で

は
ス
ポ
ツ
・
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で

、

是
非
ご
参
加
く
芝
さ
い
。
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窓の籍1戸 (12月10日までの届出分)

住所 氏名 年令 死亡の日

志津川 竹田豊 70 11 ・ 12

横河原 二宮悟 70 11 ・ 12

横沼原 樋口賓 79 11 ・ 171

南野田 宮崎光正 87 11 ・ 19

横沼原 渡部テル予 80 11 ・ 21

樋口 越智力子ヨ 96 11 ・ 23

志津川 松田満直 92 11 ・ 23

見奈良 佐伯輿ー 90 11 ・ 25

見奈良 高岡桂三子 58 11 ・ 26

下林 丹生谷幸 87 11 ・ 28

田窪 森文男 66 11 ・ 30

田窪 平岡重昭 64 1 2 ・ 1

下林 高橋園雄 78 12 ・ 5

田窪 大西元手 85 12 ・ 6

北野田 安永ヒサヨ 93 12 ・ 9

死亡(お悔やみ申し上げます)出生 (おめでとう)
住所 出生児 保護者 生年月日

田窪 増田明瞳 一孝 11 ・ 22

志津川 後藤芽衣 武士 11 ・ 26

西岡 井口悟 実 11 ・ 26

下林 門脇愛加 太j毎 11 ・ 29

横沼原 山木美里 栄二 12 ・ 3

出生(おめでとう)
住所 出生児 保護者 生年月日

樋口 河添隼 晋也 10 ・ 3 1

志津川 高j家千穂花 直樹 11 ・ 6

見奈良 渡部文 謙吾 11 ・ 7

志津川 青野華n 恋nん 譲治 11 ・ 9

西岡 窪添晃希 7E E 11 ・ 10

野田2丁目 赤松天志 芳和 11 ・ 10

野田2丁目 五十嵐そら 龍介 11 ・ 13

志津川 太田後会 君彦 11 ・ 14

野田2丁目 重見百華 正治 11 ・ 16

見奈良 阿部聖斗 舌志 11 ・ 18

見奈良 阿部詩し 音のん 活芯 11 ・ 18

志津川 加藤杏桑 厚士1[;，、 11 ・ 18

志津川 上池未来 とJさ口士一一 11 ・ 19

横河原 村上孔桑 雄紀 11 ・ 19

以
日
山
市
周
仁
一
味
s
b

4
ω
ω
ω
刊
号
世
田
浦
命

m
m刷
、μ
4
0
m
w

写真掲載ご希望の方は l月末までに、写真と保護者のコメン トを役場総務課までお送り下さい。3月生まれの元気なちび.つ子募集fE 

仙
m
u
T、山
川
砂田
守
4・

A町
、
研削
減
、
山
積
蝿

-し原収集3日まで休み

まで休館

香医国立療養所愛媛病院重信町横河原窟964-241

、ごみ(空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

、ごみ(ペットボトル、その他) (横河原区)

ごみ(横河原区)

番医中川病院 松山市街梅本町富976ー781

ないごみ (空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

ないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区)

でみ(績河原区)

渡部内科 松山市南梅本町宮975
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